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銚子電鉄の挑戦から学ぶ 

                                 校長 保坂 修 

6 月、銚子電鉄 竹本 勝紀 社長による演題「絶対にあきらめない！～地域と共に存

続を目指す銚子電鉄の挑戦～」の講演をいただきました。講演の内容を少し紹介します。 

竹本社長は、元々銚子電鉄の顧問税理士として経営危機の再建を目指し寄り添ってきま

した。平成 24年に社長に就任し、自ら甲種動力車操縦者運転免許を取得。現在も実際に運

転しています。彼の「デジタルの向こう側にはアナログの温かい心がある」「銚子電鉄がこ

の町にあってよかった、と言われる会社を目指している」という言葉が心に残っています。 

 現代は、予測が難しく変化の激しい時代。城西中学校でも、子供たちに寄り添う心を大

切に、地域と共に課題を一つひとつ乗り越えながら、「共生社会の礎となる学校」づくりに

努めていきます。 

７月 25日をもって 76日間（1年生は 74日間）の 1学期を終えます。城西中学校生徒た

ちの成長に関わることができたことは、私たち教職員にとって何よりの喜びです。 

保護者の皆様、地域の方々の温かなご理解とご支援に、心より感謝申し上げます。 

33日間の夏休みが始まります。地域の皆様からは、共に子供たちの安全を守り、健やか

な成長の後押しをしていただきますことを願っております。 

 学 校 だ よ り 第 ４ 号 啐（そつ）とは、鳥が卵からかえるとき、殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは、親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した、逃すべからざる好機をいう。当

校では、啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え、

職員玄関に掲額している。 

令和７年７月 

上越市立城西中学校 

銚子電鉄は 1923 年に開業し、100 年以上の歴史を持つ鉄道です。銚子駅から外

川駅までの総延長は 6.4km、平均速度は約 20kmで、「自転車より遅いが、歩くより

は早い」と言われるほど。しかし、地域の人々から深く愛され続けています。 

銚子電鉄は幾度も廃線の危機に直面し、竹本社長曰く「崖っぷち運行」「鉄道会社な

のに自転車操業」「キャッシュレス経営」とのことですが、「絶対にあきらめない」を

合言葉に経営を続けてきました。 

あるとき多額の債務を抱えた際、駅舎で「ぬれ煎餅」の製造販売を始めたところ、

鉄道の収入を超える売上を記録し、人気商品として銚子電鉄の経営を支える存在にな

りました。その後も、「まずい棒」「チキンカレー（資金枯れ〜）」「鯖威張る（サバイバ

ル）カレー」などユニークな商品を次々に開発。社員 

のアイデアによるネット販売で幾度の経営危機を乗り 

越えています。現在は、「日本一のエンタメ鉄道」を 

目指し、地元企業とのコラボによるイベント列車の 

運行等、地域経済の活性化に取り組んでいます。 

              銚子電鉄公式サイトから→ 
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【陸上競技部】大会に出た全員がベスト記録更新を目指して最後ま 

で頑張りました。応援では競技に出ている人を部員全員で大きな声 

で応援することができました。僕は 100ｍの準決勝で負けてしまい 

ましたが、リレーで通信大会の出場権を獲得できました。通信大会 

では地区大会の記録を更新できるように練習を頑張ります。 

 

【男子バスケットボール部】結果は２回戦敗退でした。目標のベスト４は達成できませんでしたが、

選手はもちろん、ベンチやギャラリーも全力で頑張り、良い雰囲気で試合をすることができました。

これからは受験生として勉強を頑張っていきたいです。 

 

【女子バスケットボール部】私たちは地区大会で優勝することができました。苦しい時間もありま

したが、コートの仲間やベンチから全力で声を出し続けてくれた仲間、そしてスタンドから熱く見

守ってくれた保護者のみなさんや男バス、 

後輩たち、校長先生、その全てが力になり 

ました。本当にありがとうございました。 

次は県大会です。上越地区大会１位の誇りと 

覚悟を全員でもって頑張るので、応援よろし 

くお願いします。 

 

【野球部】結果は１勝１敗、３チーム中２位で県大会へ出場する 

ことはできませんでした。しかし、会場にいる人への挨拶など 

の礼儀や試合中の声の出し方は全チームの中で城西中が１番 

だったと思えるくらいよくできました。また、自分たちがここ 

まで頑張ることができたのは皆さんの応援のおかげです。本当 

にありがとうございました。 

 

【男子卓球部】結果は団体ベスト８、３年生の個人戦は県大会につながりませんでした。団体では、

相手よりも大きい声で応援して鼓舞し、チームの一体感が感じられ、戦った相手よりも応援の声は

勝っていたと思える団体戦でした。個人戦では一秒でも長く卓球するために全力で試合をすること

ができました。大会を通して今までよりも成長した部分をたくさん見つけることができました。 

 

【女子卓球部】結果は個人戦県大会出場１名、団体戦ベスト８でした。団体戦は目標である県大会

出場は達成できませんでしたが、声を出して応援し、一人一人が一回でも多く勝ち進めるよう全力

で試合に臨みました。良い経験になりました。 

 

【剣道部】結果は男子団体優勝、女子は予選リーグ敗退、個人戦 

では３人が県大会出場を決めることができました。みんなが応援 

して、試合をすることができました。県大会ではベストを尽くし 

て頑張ります。 
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【サッカー部】選手はもちろん応援メンバーも全力で試合に臨みました。試合は 

負けてしまいましたが、チーム全員が最後まであきらめずに戦っていた姿は 

素晴らしかったです。応援ありがとうございました。 

 

【男子ソフトテニス部】大会を通して、反省する点がいくつもありました。 

その中の一つとして、日々の練習の成果が出せなかったことです。しかし、 

一人一人が声出しを行い、一丸となって戦い抜くことができました。そして 

次に県大会があるので、地区大会の反省をしっかりと生かし、上位大会に進め 

るように頑張ります。 

 

【女子ソフトテニス部】結果は団体、個人ともに県大会へは行けませんでした 

が、自分のベストを尽くして試合をすることができました。みんなが声を出し 

て試合に出ている仲間を応援することができ、良い雰囲気で試合に臨むことが 

できました。応援ありがとうございました。 

 

【柔道部】結果は女子団体優勝、男子団体２位でした。個人戦は３年生の男女全員が県大会に出場

することができました。大会では全員が声を出して応援し合い、良い雰囲気でした。県大会でも仲

間の応援を大切に優勝を目指して頑張ります。 

 

【バドミントン部】シングルスでは、練習で日頃から言われていることを初戦から生かすことがで

きて良かったです。準決勝でフルセットとなり、厳しい試合になりましたが、３セット目で点差を

つけて勝つことができました。決勝では疲れてあまり足が動かずミスが多く負けてしまいました。

県大会では北信越大会出場を目指して頑張ります。 

 

【バレーボール部】1 日目は人数が少ない中でも大差で勝つことができました。２日目では、点差

がひらいているときでもコートやベンチ、ギャラリーにいる全員が声を出し、どのチームよりも試

合を盛り上げることができました。特に２試合目では、１セット目はとられてしまったけれど、2

セット目は８点差から追い上げ、１セットとることができました。フルセットの末、負けてしまい

目標達成はできなかったけれど、２日間を通して、チームメイトの大切さや自分たちが周囲の方々

に支えてもらっていたことが良く分かりました。私たちは引退という結果になってしまいましたが、

最後まで悔いなく楽しく終われてよかったです。 

 

【水泳部】大会会場は外プールで水温が低く、また２日目は雨が 

降っている中で行いました。良い環境ではなかったけれど、そのプ 

ールでの最高の泳ぎを出すことができて、良かったです。全員が県 

大会出場権を獲得したので、残り１ケ月もない中ですが、１回１回 

の練習に集中して取り組んでいきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

※中体連上越地区大会の結果については、別紙をご覧ください。なお、地域クラブの 
大会結果につきましても、情報をいただけたものを掲載いたします。地域でのご活躍の 
情報がありましたら、ぜひお知らせください。 

保護者・地域の皆様、ご声援ありがとうございました 
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 ２年生は７月１日(火)～３日(木)の３日間、職場体験学習を行いました。初めて「働く」

という体験をし、緊張感や働くことの大変さ、達成感など、たくさんの学びがありました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 １年生は７月３日(木)に、地域で働く方を講師に 

迎え、「職業人に学ぶ会」を行いました。仕事の内容 

やその仕事に就くまでの経験などのお話から、「働く 

こと」や「職業」について考える機会となりました。 

 

 

 

地域住民の稲葉さんが、にじいろ教室（校内教育支援センター）のイ

ベント「フラワーアレンジメント」をしてくださいました。1学期間は

２回の開催となり、終始笑顔と温かな雰囲気が教室にあふれていまし

た。稲葉様、お花を提供してくださった皆様はじめ、多くの地域の皆様

に支えられ、教育活動を行えていることに改めて感謝申し上げます。 

 

 

 

 

7/31～8/8 北信越大会（福井県） 

8 日～17 日 閉庁日 

17 日～25 日 全国大会（九州） 

 ☆体育祭のリーダーになっている生徒は 

  役割によって 21 日(木)～27 日(水)の間

で、準備活動のため登校することがあり

ます。 

26 日(火) 3 年生学力診断テスト 

28 日(木) 2 学期始業式 

29 日(金) 地区合同新人水泳大会 

 

 

２日(火) 専門委員会 

３日(水) 質問教室 

４日(木) 教育実習開始（～9/26） 

５日(金) 前期定期テスト① 

８日(月) 前期定期テスト② 

18 日(木) 地区合同新人陸上大会 

19 日(金) 専門委員会 

25 日(木) 体育祭候補日① 

26 日(金) 体育祭候補日② 

29 日(月) 体育祭候補日③ 


